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気16．2％、悲しい気持ち13．2％、ストレス13．5％、
食欲不振12．8％、口渇12．8％、疹痛125％、睡眠障
害12．5％、息切れ10．5％、嘔気8．1％、嘔吐5．7％、
物忘れ4．4％であった。また、日常生活の支障度は、
仕事22．0％、歩行18．9％、気持ち17．6％、生活を楽
しむこと16．6％、日常生活の全般的活動16．6％、対
人関係14．2％の患者で認めた。一方、これらに対
する治療としては、NSAIDsは31．4％、オピオイド
薬は10．8％、鎮痛補助薬は15．9％の患者で使用され
ていた。外来化学療法施行患者の身体的・精神的苦
痛に対する緩和ケアチームの介入によって、がん患
者のQOL向上が望まれる。
　外来化学療法の目的は、患者の生命延長に加え、
患者のquality　of　life（QoL）を損なわないように、
長期にわたって平常の日常・社会生活を送りながら
治療を継続できる支援である。しかしながら、これ
まで外来化学療法を受けている患者の健康関連
QOLに関する現状を調査した報告はほとんど無く、
わが国における外来化学療法患者の身体的・精神的
苦痛の問題点を明らかにする事は重要である。今回
我々は当院外来化学療法センターに通院中患者296
人を対象に、M．D．　Anderson　Symptom　Inventory日本
語版を用いて、症状13項目および日常生活の障害
6項目についてNRS（numeric　rating　scale）を用い
て評価を行った。中等度以上（NRS4以上）の症状
を訴えた患者は、倦怠感19．9％、しびれ18．9％、眠
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